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Reconstructing the Children’s Own Culture and Quality Life 
～ From the Perspective of Physical Education ～
Yukiko  SUGA
Department of Human Sciences and Arts, Jissen Women’s University
   The purpose of this study was to consider how to get back the real power of the children’s 
own culture in their daily life.  To play innocently was considered to be a matter of great 
importance for their healthy growing, but today’s modernized life reduced the time for them to 
enjoy their own culture with their heart pounding.  To think about this issue, the author 
captured the possibility of physical education in the elementary school.
   The analysis f irst showed the value of time for the children to play suff iciently from the 
viewpoint of physical development and inner experience.  Secondly it treated with the f indings 
that today’s class of physical education showed strong inclinations to stress on having the 
students experience that sport is essentially full of fun. These considerations suggested that the 
class of physical education could be the chance to get the power of children’s own culture and 
we needed to pay attention about the ability of the teacher for bringing up their students’ play 
mind.
   The conclusion was that the teacher’s attitude of loving sports could be a key to reconstruct 
the power of the children’s own culture and good for creating the quality life. 




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































3） 平成 22 年度　小学校１年児童数に対する幼稚園修了
者比率　56.2%　同じく、保育所（公立と認可）修了
者比率 39.1%（出典：日本子ども資料年鑑　2012　
KTC 中央出版）
4） 同様の問題意識に岩田遼子『現代社会における「子ど
も文化」成立の可能性』（風間書房）2007 がある。岩
田はこの問題について、保育文化の中での再生の可能
性を詳細に検討している。
5） 『新教育社会学辞典』において「（子ども文化は）大人
が子どもに要求しようとする学校文化とも異なる」と
記述されている。そのことは理解の上で、なお、本稿
では、学校教育の中で子ども文化的要素の復興の手だ
てを考察しようというものである（新教育社会学辞
典，東洋館出版社，1986，p.307）
6） 従来、「子ども文化」は「子どもの手による子ども独
自の領域」であり、大人からみた「教育的価値」に根
ざした「学校文化」とは相反するものとして捉えられ
てきた（野上 2008，p267）。しかしながら、あえて本
稿では、本文に述べた今日の子どもたちの状況に鑑み
て、保育・教育の営みの中で、「子ども文化」的要素
を再構築させるための検討を行う。
7） 鵜野祐介によれば、藤本が「子ども文化」という言葉
を使った最初は 1966 年のことという。（藤本浩之輔編
（1996）：子どものコスモロジー，人文書院，p.189）
8） 加藤理によれば、「児童文化」という用語が誕生した
のは、1921（大正 10）年の頃。また、川勝泰介の指
摘によれば、初出の文献として確認できるのは、蜂地
光重『文化中心綴方新教授法』（教育研究会，1922）
であるという。（加藤理編（2011）：児童文化の原像と
芸術教育、港の人、p.15 ／川端有子ほか編（2002）：
子どもの文化を学ぶ人のために、世界思想社、p.9）
9） 川端ほか編：同上書、pp.6－7
10） 藤本浩之輔（2001）：遊び文化の探求、久山社、p.14
11） 同上書、p.45
12） 藤本、前掲書、p.41
13） 本田和子（2003）：子どもの世界（新谷尚紀ほか編
『暮らしの中の民俗学③一生』所収）吉川弘文館、p.59
14） 岡本夏木（2005）：幼児期、岩波書店、p.78
15） 同上書、p.77
16） ここで「ボールゲーム系運動」に着目した理由は以下
の通りである。ボール型のスポーツは、従来の種目習
得型から、「ゴール型」「ネット型」「ベースボール型」
と分類されて捉えられるようになり、それまで一般的
であった「種目習得型」とは違う指導法が求められる
88
ようになった。それに伴って、それぞれのボールゲー
ムの「型」の中にある運動の中心価値は何かに関する
関心が高まり、その中心価値を児童に学ばせるために
教材の工夫が様々に検討されるようになった。また、
ボールゲーム系運動（球技）は、器械運動やかけっこ
などに比べて、様々な要素が絡まり合うスポーツであ
り、子どもたちがそれぞれに持っている力を生かしあ
いながら楽しむことができる「子どもたちにとって、
体育の中で抜群に人気」の単元である。そして、球技
を楽しく行う力をつけることは、「生涯スポーツ」（豊
かな生涯スポーツライフ）へもつながると考えられ
る。その意味で、「球技の楽しさ」を深める体育は大
切であり、そこへの連関性で幼児の運動遊びについて
見ることは意義が深いと考えられる。
17） 古田足日（2003）：子どもと文化、久山社、p.82
18） 子どもの「情緒的価値」とは、現代の女性が子どもに
対して第一に感じている価値である。しかしながら、
これからの少子社会の中では、子どもという存在の
「存在価値」そのものから見つめる視点が大事ではな
いかという考え方が本田和子によって示されている。
（本田和子（2009）：それでも子どもは減っていく、筑
摩書房）
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